
各図面共通事項 

・方位、縮尺を表示すること。 

・区域界を明確に（実線で太く）表示すること。

（開発区域（赤線）、関連区域（緑線）、造成

協力地（任意色線）） 

・図面名、図番、作成日、作成者等を記入する

こと。 

・各種平面図において、現況道路名、有効道路

幅員、河川名、区域内外の現況地盤高等を表

示すること。また、山林や丘陵地などの傾斜

地の場合は、２ｍ毎の等高線を表示すること。 

・現況平面図以外の各種平面図について、周辺

住宅の所有者名等の個人情報は表示しないこ

と。 

・琵琶湖付近の場合は、宅地の高さをＴＰ＋８

５．８７１ｍ 

（ＴＰ＋８４．３７１＋１．５ｍ）以上で計画

すること。 

 

用途界、都市計画施設がある場合は 

表示すること。 
※法第２９条、法第３５条２は、閲覧用として使用するため

１部追加すること。(２部提出) 

共同住宅、店舗等の場合、 

チェック項目が異なるため、 

チェックリストを確認し作成すること。 

宅地、公共施設（道路、公園

など）区分別に凡例（土地利

用計画表）を設けて着色する

こと。 

土地利用計画表を表示すること。 

<備考欄> 

・宅地は平均、最小の各面積を表示すること。 

・公共施設は公園等の場合、必要となる基準面積を     

明記すること。 

・宅地以外に民有地を計画される場合、管理者を 

表示すること。 

事業完了後の土地利用及び形状を示

す図とすること。（区域内の現況線

のうち、形状等がなくなるものは表

示しないことを消去しないこと。 

道路寸法（幅員、隅切）を表示

すること。回転広場がある場合

は、道路先端部からの距離を表

示すること。 

宅地、公共施設（道路、公園な

ど）、区分別に記号（名称）、面

積、ＦＨ等を表示すること。 

法面を表示すること。 

（凡例表示含む） 

任意擁壁がある場合は、 

その箇所を引出表示すること。 

造成協力地がある場合は、 

区域を表示すること。 

（凡例表示を含む） 


